
246 INTERNET magazine 2000/9 スキン：アプリケーションの外枠やインターフェイス部分の外見を変えるためのデータ。通常の無機質なウィンドウからさまざまなデザインに変更できる。画像データなどで構成されている
ことが多く、拡張要素としてアプリケーション本体と別に配布されたり、ユーザーが独自にデザインしたスキンを配布することもある。

メディアポータルへの変貌を完全分析

新OS「ウィンドウズMe」でも標準のメディアプレーヤーとして搭載される
「ウィンドウズメディアプレーヤー（WMP）7」が正式に登場した。その一
番の特徴は再生だけでなくコンテンツの購入からガイド機能に至るまでを包
括する統合型のメディア再生ソフトとして大きな進化を遂げたことだ。と
はいえこれだけ統合が進むとごちゃごちゃしてやや使いづらいという意見も
出てくるはず。ここではWMP7の各機能を徹底的に分析していこう。

齋藤正穂（窓の杜）+編集部

切り替えも自在
コンパクトモードからフルモー
ドへ戻すには、画面の片隅の切
り替えボタンを押すだけ。
※画面例のスキンは「Mini -
player」。

1つのウィンドウに
機能を凝縮

起動してすぐ気付くのは、シンプルな前バージョ
ンに比べて大きく変化したインターフェイスだ。ワン
クリックで多くの機能にアクセスできるつくりになっ
ている。新機能が用意されたぶんだけウィンドウサ
イズも大きくなった。再生に必要なボタンを持つス
キン部分と画面片隅のウィンドウ部分の2つに分か
れて表示されるコンパクトモードが用意されているの
で、状況に応じて切り替えながら使おう。

WMP7 2.m}ß

WMP6.4 WMP7 byÏhsm}ß

徹 底 解 剖 !

WMP7の入手方法　7月18日に各国語版がリリー
スされたWMP7は、現在以下のページからダウンロー
ドできる（約10Mバイト）。10月号より本誌CD-
ROMでも定番ソフトとして収録予定だ。

www.microsoft.com/windows/windowsmedia/
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INTERNET magazine 2000/9 247ストリーム：映像や音声などのデータを、インターネットを通じて受信データの一部を受け取って同時に再生を行う方式。

動画も管理できる再生リスト

WMP6.4では1ファイルずつしか再生できなかったが、
再生リストで複数のファイルを再生できるようになった。動
画やサウンドのほか、音楽CDのトラックやストリーム番組
も混在させて再生順を変えられる。また再生順をランダムに
するシャッフル機能や、繰り返し再生する機能もある。

気分で選べてダウンロードもOK

標準のウィンドウに飽き足らなくなったら、
コンパクトモードのルック＆フィールを自在に
変更できるスキンを使おう。ユニークなものか
ら表示サイズを小さくしたものなど多数のスキ
ンを利用できる。マイクロソフトのサイトなど
からも新しいスキンをダウンロードできる。

WindowsMediaPlayer7

イコライザおよび設定の表示
グラフィックイコライザー型の音質設定や再生中の曲に関
連する情報を表示する。上に挙げた3種のほか、「メディ
アの情報」、「キャプション」の5種類から切り替えられる。

スキンの例

視覚エフェクト
音楽に合わせてめまぐるしく動く視覚エフ
ェクト機能も搭載され、スペクトラムアナ
ライザー風のものから摩訶不思議な物体が
乱舞するものまで多数用意されている。

スキンのダウンロード
「スキンセレクタ」タブ内のリスト以外のスキ
ンは、タブ上部の「他のスキン」ボタンから
スキンギャラリーにアクセスして探そう。

視覚エフェクトの表示 再生リストの表示 シャッフル 再生リストの選択

（左から）
前のトラック（Ctrl＋B）
巻き戻し
早送り
次のトラック（Ctrl＋F）

再生/一時停止
（Ctrl＋P）

停止
（Ctrl＋S）

ミュート
（F8）

ボリューム
（F9：下げる／F10：上げる）

Pylite

Optic

Headspace
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248 INTERNET magazine 2000/9 ID3タグ：MP3ファイルなどの内部に埋め込まれた曲名やアーティスト名、ジャンルやアルバム名などのデータ。再生ソフトなどで詳細な情報として表示できる。MP3ファイルの中に埋
め込む楽曲情報の標準フォーマットとして広く使われている。

お気に入りのCDをまるごと録音

音楽CDをハードディスクに圧縮してライブ
ラリに保存するCDコピー機能を利用すると、
一度再生した音楽CDをドライブに入れなくて
も音楽を聴けるようになる。CDコピーすれば
再生リストを使って複数の音楽CDからお気
に入りの曲だけを選んで再生できる。保存形
式は同程度の音質ならMP3に比べて圧縮率
に優れるウィンドウズメディアオーディオ
（WMA）方式。音質をファイルサイズとのト
レードオフで4段階から選べる。

メディアファイルをばっちり整理

ここでは過去に再生した音声や動画ファイル、
ストリームコンテンツ以外にも音楽CDや再生リ
ストがツリーで表示される。ツリーはオーディオ、
ビデオなどに分かれ、アーティストやジャンルごと
に分類して一覧表示される。「コンピュータでメデ
ィアを検索」（F3キー）ではハードディスクやネ
ットワークドライブから再生できるファイルをくま
なく検索してメディアライブラリに追加できる。

アルバム情報を見る

曲名の取得

CDコピーの開始/中止

曲情報の入手
主要な音楽CDではAMG（All Music
Guide）の提供するデータベースからイ
ンターネット経由で曲名やアーティスト、
ジャンルなどの情報を取得し、録音ファ
イルのID3タグに記録する。

「ツール」メニューから
「オプション」を選択し
て録音ファイルの保存先
や音質を設定できる。
WMAではCDコピーを
行ったPCでのみ再生を

許可するDRM（著作権管理機能）が組み込
まれている。「個人用の著作権管理を有効に
する」をチェックするとほかのPCにコピーし
ても再生きできなくなる。

録音オプション 録音ビットレートと
コピーに必要な容量

低（32kbps）..................28MB

中（64kbps）..................42MB

高（96kbps）..................56MB

最高（160kbps） ............69MB

※74分のCD全体をコピーした場合。

WMP7で管理や再生のできるファイル

CDオーディオ（.cda）

Intel Video Technology（.ivf）

マッキントッシュAIFFリソース（.aif、.aifc、.aiff）

ウィンドウズメディア（.asf、.asx、.wax、.wma、

.wmv、.wvx）

ウィンドウズフォーマット（.avi、.wav）

MPEG（.mpeg、.mpg、.m1v、.mp2、.mp3、

.mpa、.mpe、.mpv2、.mp2v、.m3u、.pls）

その他（.mid、.midi、.rmi、.au、.snd）

スキン（.wmz、.wms）

ライブラリで検索
メディアライブラリから曲名やアーティ
スト名をキーに検索した結果を再生リス
トとして出力する。先に「コンピュータ
でメディアを検索」を実行しておこう。

再生リスト
編集
エクスプローラで
のファイル操作の
ようにドラッグア
ンドドロップで再
生リストに曲を追
加して、再生リス
トを編集できる。

再生リストの新規作成

再生リスト

分類された音楽、
ビデオファイルの一覧

「ラジオチューナー」で
プリセットした
放送局一覧

選択ファイルを
他の再生リストに追加
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INTERNET magazine 2000/9 249ウィンドウズCE：携帯端末や業務用端末、ゲーム機向けに開発されたマイクロソフトのOS。従来のOSのと違って組み込む内容やインターフェイスを機器に合わせてカスタマイズし、メ
ーカーに供給する方式をとっている。

注目コンテンツをチェック

ウェブ上で提供されているコンテンツ
紹介サイト「Windowsmedia.com」
を、WMP7の内部で表示できる。イン
ターネットに接続していればブラウザー
を起動せずに直接メディアガイドを参照
できるので、興味のあるコンテンツに直
接アクセスできる。メディアガイドでは
ストリーム放送などの最新トピックが紹
介され、注目のコンテンツを見逃すこと
はない。メディアガイド内を検索して、
好きなアーティストの最新情報に素早く
アクセスすることもできる。

世界中の放送局を
一発検索

世界中のインターネットラジ
オから目的の局を選局して楽し
める。日本の局はもちろんのこ
と、外国の片田舎のマイナーな
局のリスナーにもなれるのだ。局
の場所や言語、コールサインな
どから選局でき、よく聴く局は
「マイプリセット」に追加してお
けばいつでもすぐに選局できる。

選択できる
各国（地域）版のメディアガイド

オーストラリア、ブラジル、ドイツ、フラ

ンス、香港、日本、韓国、ラテンアメリカ、

シンガポール、スペイン、台湾、イギリス、

アメリカ

ホームタブ以外も見逃すな
総合的にトピックを紹介するホームタブのほ
か、音楽、ラジオ、ビデオのそれぞれに特化し
たコンテンツを紹介するタブもあって、いつで
も切り替えられる。

地域の選択
メディアガイドは国（地域）ごとに提供され、
アメリカや台湾、ブラジルなどのメディアガ
イドにもアクセスできる。なじみのない国の
コンテンツに思わぬ掘り出し物があるかも!?

MSNサーチで検索

プリセット
リスト編集
「おすすめ」、「マイプリセ
ット」以外にもプリセット
リストを作成できる。

お出かけ前でも
らくらく転送

WMP7では携帯プレーヤーに
も対応している。PCに接続され
たポータブルプレイヤーを自動的
に判別し、左右のウィンドウの間
で転送する曲や削除する曲をリ
ストアップしてファイルを操作す
る。対応機種もウィンドウズCE
搭載機やLyla、MusicClipな
ど続々と登場している。

オプション設定
転送時のビットレート設定や対
応機器の詳細はここでチェック。

WindowsMediaPlayer7

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



250 INTERNET magazine 2000/9 ウィザード：出てくる質問に答えを入力していくと自動的に所定の処理を実行してくれる機能。ワープロソフトで相手の氏名や住所を入力して定型の書簡を作ったり、表計算ソフトで使
う関数の種類を選びながら式を入力したりと、多くのアプリケーションではさまざまなウィザードを用意して初心者でも操作しやすくしている。

コンテンツ作りにはエンコーダーを使おう

WMP7はCDのリッピング機能以外にビデオや
オーディオコンテンツを作成する機能を持っていな
い。今回ウィンドウズメディアテクノロジーを構築
する製品群がバージョンアップされたなかでWMA
やWMV（ウィンドウズメディアビデオ）の作成ツ
ールとして「ウィンドウズメディアエンコーダ7」
が無償配布されているので、ダウンロードして使う
とよいだろう。ウィザードも準備されており、エン
コードの対象になるファイルやオプションをステッ
プごとに選んで操作できる。
最新機能であるスクリーンキャプチャー機能を使

うと、画面上での動作を記録して保存したりライ
ブで配信したりもできる。

Windows Media Encoder 7
※現在ベータ版（英語）がダウンロードできる

www.microsoft.com/windows/windowsmedia/

ウィザードを使う
初めのうちはウィザードを使って作成したほうが
わかりやすい。外部から取り込んだ映像やスクリ
ーンキャプチャーを動画にエンコードするほか、
AVIやMOV、MP3などのファイルをウィンドウ
ズメディアファイルに変換するモードを選べる。

スクリーン
キャプチャーを
動画で
画面上の操作を動画でキ
ャプチャーできる。ソフ
トの操作方法をWMV形
式で記録して他人に教え
たり、ライブストリーム
でデモを行うなど用途は
さまざまだ。

ウィンドウズ
メディアエンコーダで
扱えるファイル

【出力形式】
ウィンドウズメディアビデオ（.wmv）

ウィンドウズメディアオーディオ（.wma）

ライブストリーム（.asf）

【入力形式】
動画・画像ファイル（.asf、.wmv、.avi、.mpg、.bmp）

サウンドファイル（.wma、.mp3、.wav）

外部入力（映像、サウンド）

スクリーンキャプチャー（PCの画面）

キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
終
了

キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
開
始
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WindowsMediaPlayer7

INTERNET magazine 2000/9 251DSL（ディー・エス・エル/Digital Subscriber Line）：既存の電話線を使って高速なデジタルデータ通信をするための技術。ADSL（Asymmetric DSL）、SDSL（Symmetric
DSL）などいくつかの方式があるため、それらをまとめて指す場合は語頭に「x」を付ける。

Interview
ウィル・プール
米国マイクロソフト
デジタルメディア部門担当バイスプレジデント

Photo: Tohru Nakamura

Will Poole
サン・マイクロシステムズ上席マネージャーなどを経

て、91年にeShop社を創立。96年、同社の買収に

よりマイクロソフトへ。大手コンテンツプロバイダーや

音楽業界との戦略的提携を主導してきた。38歳。

WMP7は、マイクロソフトのデジタルメデ
ィア配信プラットフォームであるウィンドウ
ズメディアテクノロジー（WMT）の再生用
ツールとして位置づけられている。そのポイ
ントと同社のメディア戦略を来日したウィ
ル・プール氏に尋ねた。

WMTの今回のバージョンアップで注目

してほしいのは音質の向上です。この夏、

その再生機能を統合した新プロダクトと

してWMP7を正式にリリースします。

WMP7はPC上の音楽、ストリーミング、

そして外部のポータブルプレイヤーにも

アクセスできる自在さを備えています。

ユーザーが用途ごとにソフトを使い分け

ず、単一のソフトであらゆるメディアを

最新のWMTが著作権管理機能（DRM）

を備えているとはいえ、著作権の問題は

複雑です。消費者が私的利用のために

CDをコピーするという行為には制作者

の権利をどう守るかという問題がつきま

といます。

消費者が違法なものに手を染めず、購

入したくなる質と量で安全にコンテンツ

を提供するほど市場が成熟するには、ま

ゆうべはホテルの高速回線を使って映

画をダウンロードしました。PCを通して

いくらかの料金を払ってライセンスを購

入すれば、これを帰りの飛行機で視聴で

きます。ただダウンロードには広帯域の

環境がなければならず、躊躇する人が大

半です。

その1つの解決法は何度も言うように

圧縮技術の向上です。音楽ならCD並み、

映像ならVHS、願わくばDVDに迫る品質

を可能な限り低い帯域幅で実現すること

が望まれます。

また、コンテンツプロバイダーやISP

がリーズナブルにコンテンツを配信する

環境を整えること、つまりサーバーのコ

スト効率を向上させることも重要です。

ウィンドウズ2000以降、今回の製品群

でもより洗練されたストリーミングが視

聴できる環境を提供していく計画です。

米国ではxDSLやケーブルモデムなど、

広帯域での接続環境を持つ世帯が2003

年までに400万を超えると予測されてい

ます。日本の伸びは少し鈍いようですが、

付加料金を払ってでも広帯域でコンテン

ツを楽しみたいというニーズは高まるで

しょう。こうした予測があるからこそ、

WMTはブロードバンドへの対応を強化

しているのです。

楽しめるというのがアピー

ルしたい点の1つです。

今回日本を訪れたのは、

消費者のニーズを理解し、

パートナー企業が私たちの

技術を製品にどう生かすか

を探る目的があります。た

とえばソニーとは大幅に改

善されたオーディオ品質を

MusicClipなどの製品にどう

生かしていくかで意見を交

わしました。

携帯プレイヤーは外出時

でも高品質かつ音飛びなしで音楽を聴け

ることでニーズが高まっています。既存

の技術では1時間分の音楽しか保存でき

なかったのを2時間分保存して同水準の

品質で再生できるのはWMTの利点であ

ると考えています。

だまだ時間がか

かるでしょう。

しかし私たち

は世界中のコン

テンツパートナー

に協力を求め、

情報を提供して

います。既存の

オーディオやビデ

オ資産だけでな

く、インターネッ

トでのみ視聴で

きるサービスも必

要です。たとえばスティングのニューシ

ングルをネット上で購入したらライブバ

ージョンもダウンロードできるというよ

うに。著作権管理が十分で圧縮技術も優

れているウィンドウズメディアは、こう

いう事例で力を発揮することでしょう。

音質の向上と統合度 著作権とコンテンツ供給 ブロードバンドへの対応
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